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市長就任あいさつ 
市議会の構成が決定 
集中豪雨や土砂災害に備えましょう 
健やかな生活のために　めざそう８０２０（歯科特集） 
６月は「環境月間」、６月５日は「環境の日」です 
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人と自然が融和した　にぎわいある元気都市　出水市 

「潮干狩り、にぎわう」 

出水干拓の干潟（４月２９日） 
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市長就任あいさつ市長就任あいさつ

　

さ
て
、
今
日
の
国
や
県
、
本
市
を
含
め

た
地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
は
大
変
厳
し

い
も
の
が
あ
り
、
ま
た
、
地
方
分
権
の
流

れ
や
急
速
な
少
子
・
高
齢
社
会
の
到
来
等

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
市
町
合
併
は
実

現
い
た
し
ま
し
た
が
、
さ
ら
な
る
行
財
政

改
革
を
進
め
な
け
れ
ば
、
次
世
代
に
希
望

の
持
て
る
地
域
社
会
の
構
築
は
望
め
な
い

も
の
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

幸
い
に
し
て
本
市
は
、
関
係
者
や
先
輩

諸
氏
の
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
５

年
以
内
に
予
定
さ
れ
て
い
る
九
州
新
幹
線

の
全
線
開
通
の
ほ
か
、
南
九
州
西
回
り
自

動
車
道
や
、
北
薩
横
断
道
路
等
の
高
速
交

通
体
系
の
整
備
が
順
調
に
進
展
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
完
成
に
よ
り
、
本
市
の
恵
ま
れ

た
自
然
環
境
や
歴
史
を
生
か
し
た
農
林
水

産
業
、
商
工
業
、
観
光
等
の
振
興
に
よ
り

交
流
人
口
の
増
大
が
期
待
さ
れ
、
出
水
地

域
は
今
後
さ
ら
に
大
き
く
発
展
す
る
可
能

性
を
秘
め
て
お
り
ま
す
。

　

新
市
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
地
域
の
特

性
を
最
大
限
生
か
す
よ
う
な
諸
施
策
を
適

時
適
切
に
展
開
し
な
が
ら
行
財
政
改
革
を

進
め
る
こ
と
が
、
市
民
福
祉
の
向
上
と
市

政
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
存
じ
、
私
は
、

「
市
民
参
画
と
協
働
に
よ
る
、
市
民
が
主

役
の
温
か
さ
の
伝
わ
る
市
政
の
実
現
」を

基
本
姿
勢
に
、
市
政
の
重
点
項
目
と
し
て
、

　

私
は
、
新
市
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、

無
投
票
当
選
の
栄
に
浴
し
、
人
口
約
５
万

８
千
人
の
新
生「
出
水
市
」初
代
市
長
と
し

て
市
政
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
の
温
か

い
ご
支
援
と
ご
信
任
を
い
た
だ
き
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
と
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
、

決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

旧
出
水
市
長
の
２
期（
６
年
９
か
月
）の

間
、
私
は
、「
市
民
参
加
に
よ
る
、
市
民

が
主
役
の
温
か
さ
の
伝
わ
る
市
政
の
実

現
」を
基
本
姿
勢
に
掲
げ
、
で
き
る
だ
け

市
民
の
皆
様
と
直
接
対
話
を
し
、
市
政
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

市
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
新
市
に
お
い
て
も
こ
の
基
本
姿
勢
に

変
わ
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
旧
１
市
２
町
の
合
併
協
議
会
で

は
、
会
長
と
し
て
協
議
会
の
取
り
ま
と
め

役
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
合
併

後
の
新
市
の

後
の
新
市
の
市
民
が
一
体
感
を
持
っ
た
市

政
を
実
現
す

政
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
旧
市
町
間
の

融
和
を
図
り

融
和
を
図
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
歴
史
や
伝

の
歴
史
や
伝
統
、
文
化
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
が

こ
の
こ
と
が
円
滑
な
市
政
の
推
進
に
つ
な

が
る
と
認
識

が
る
と
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

◎
各
校
区
単

旧
市
町
間

を
生
か
し

◎
パ
ブ
リ
ッ

や
、
ま
ち

よ
る
、
市

り
の
推
進

◎
地
方
分
権

の
た
め
の

◎
南
九
州
西

久
根
間
）

路
）の
整

の
振
興
、

工
業
の
発

流
人
口
の

◎
地
産
地
消

立
、
認
定

業
の
振
興

◎
少
子
化

父
・
母
子

さ
が
共
感

新生
新
創

「出水市」「出水市」のの
たな飛躍とたな飛躍と
造を目指して造を目指して
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後
の
新
市
の

政
を
実
現
す

融
和
を
図
り

の
歴
史
や
伝

づ
く
り
を
進

こ
の
こ
と
が

が
る
と
認
識

◎
環
境
の
美
化
、
防
災
・
防
犯
態
勢
の
充

実
を
図
り
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

　
◎
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
の
振
興

充
実
を
図
り
、
健
康
で
豊
か
な
情
操
を

育
み
、
温
も
り
に
満
ち
た
地
域
社
会
の

創
造

　
◎
青
少
年
の
健
全
育
成
お
よ
び
幅
広
い
人

材
育
成
の
た
め
、「
ふ
る
さ
と
塾
」の
創

設

　　

以
上
の
９
項
目
を
重
点
項
目
と
し
て
掲

げ
、
新
市
の
将
来
都
市
像「
人
と
自
然
が

融
和
し
た　

に
ぎ
わ
い
あ
る
元
気
都
市　

出
水
市
」の
実
現
に
向
け
、
市
民
の
皆
様

が
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
実
感
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
安
全
・
安
心
で
た
く
ま
し

く
躍
進
す
る
出
水
市
の
創
造
に
、
皆
様
と

と
も
に
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

ど
う
か
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
初
代
市
長
と
し
て
の
就
任
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

出
水
市
長　

渋　

谷　

俊　

彦

◎
各
◎
各
校
区
単

校
区
単
位
で
対
話
集
会
を
実
施
し
、

旧
市
町
間

旧
市
町
間
の
融
和
と
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

を
生
か
し

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
◎
パ
ブ
リ
ッ

◎
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
の
導
入

や
、
ま
ち

や
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
制
定
に

よ
る
、
市

よ
る
、
市
民
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

り
の
推
進

　
◎
地
方
分
権

◎
地
方
分
権
へ
の
対
応
、
財
政
基
盤
確
立

の
た
め
の

の
た
め
の
行
財
政
改
革
の
推
進

　
◎
南
九
州
西

◎
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道（
出
水
―
阿

久
根
間
）

久
根
間
）・
北
薩
横
断
道
路（
泊
野
道

路
）の
路
）の
整整
備
促
進
、
企
業
誘
致
や
観
光

の
振
興
、

の
振
興
、
都
市
間
交
流
を
促
進
し
、
商

工
業
の
発

工
業
の
発
展
お
よ
び
雇
用
の
創
出
と
交

流
人
口
の

流
人
口
の
増
大
に
努
め
る

　
◎
地
産
地
消

◎
地
産
地
消
の
推
進
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
確

立
、
認
定

立
、
認
定
農
業
者
の
育
成
等
、
農
林
漁

業
の
振
興

業
の
振
興

　
◎
少
子
化

◎
少
子
化
対
策
、
高
齢
者
や
障
害
者
、

父
・
母
子

父
・
母
子
家
庭
等
、
思
い
や
り
と
温
か

さ
が
共
感

さ
が
共
感
で
き
る
福
祉
施
策
の
充
実

新生新生
新　新
創　創

「出水市」の
たな飛躍と
造を目指して
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初代議長に　井手正弘　氏

副 議 長 に　堀口文治　氏

　

５
月　

日
と　

日
に
開
催
さ
れ

１５

１６

た
出
水
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
で
、

議
長
と
副
議
長
の
選
挙
、
各
常
任

委
員
会
委
員
等
の
選
任
な
ど
が
行

わ
れ
、
新
市
の
議
会
の
構
成
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

議
長
と
副
議
長
の
選
挙
は
、
単

記
無
記
名
投
票
で
行
わ
れ
、
議
長

に
井
手
正
弘
氏（　

歳
）、
副
議
長

７１

に
堀
口
文
治
氏（　

歳
）が
選
出
さ

５２

れ
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
委
員
お
よ
び
そ

の
ほ
か
の
委
員
等
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
議
会
報
編
集

　
　
　
　

特
別
委
員
会
委
員
】

　

◎
岩
下　

寿
一

　

○ 

田
悌
次
郎

　

田
上
真
由
美
、
兒
島
喜
一
郎
、

　

中
里　

洋
一
、
表
迫　

和
成

【
議
会
情
報
公
開
調
整

　
　
　
　

特
別
委
員
会
委
員
】

　

◎
外　

�
男

　

○
北
御
門
伸
彦

　

杉
本　

尚
喜
、
中
嶋　

敏
子
、

　

築
地　

孝
一
、
山
口　

良
文

　
　
（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
）

議　会　構　成
常　任　委　員　会

　◎田頭　良成
　○浦�　忠男
　　北御門伸彦
　　兒島喜一郎
　　川畑　寿昭
　　井手　正弘
　　堀口　文治
　　近藤　順一

　◎本城　利明
　○出水　睦雄
　　田上真由美
　　中嶋　敏子
　　表迫　和成
　　外　　�男
　　税所　　司
　　田上　賢一

　◎小倉　幸夫
　○山口　安任
　　杉本　尚喜
　　 田悌次郎
　　道上　正己
　　榎園　　隆
　　築地　孝一

　◎宮田　幸一
　○餅井　敏郎
　　中里　洋一
　　岩下　寿一
　　垣内　雄一
　　山口　良文
　　�崎　正風

　◎垣内　雄一
　○�崎　正風
　　道上　正己
　　川畑　寿昭
　　榎園　　隆
　　税所　　司
　　田上　賢一
　　近藤　順一

総
務
消
防
委
員
会

◎委員長　○副委員長

井手正弘議長井手正弘議長堀口文治副議長堀口文治副議長

市市市市市市議議議議議議会会会会会会のののののの構構構構構構成成成成成成がががががが決決決決決決定定定定定定市議会の構成が決定

教
育
民
生
委
員
会

産
業
病
院
委
員
会

建
設
水
道
委
員
会

議 会 運 営 委 員 会

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�

�

�

�
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出
水
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
が
、

５
月　

日
と　

日
に
開
催
さ
れ
ま

１５

１６

し
た
。

　

臨
時
会
で
は
、
合
併
日
に
即
時

施
行
し
た
、
出
水
市
役
所
の
位
置

に
関
す
る
条
例
等　

件
の
条
例
の

２１９

制
定
お
よ
び
一
部
改
正
条
例
７
件

の
専
決
処
分
ほ
か
、
左
記
の
専
決

処
分
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▽
平
成　

年
度
出
水
市
一
般
会
計

１７

暫
定
予
算
お
よ
び　

の
特
別
会

１１

計
暫
定
予
算
、
２
事
業
会
計
暫

定
予
算

▽
平
成　

年
度
の
２
特
別
会
計
暫

１７

定
予
算
補
正
予
算

▽
平
成　

年
度
出
水
市
一
般
会
計

１８

暫
定
予
算
お
よ
び　

の
特
別
会

１０

計
暫
定
予
算
、
２
事
業
会
計
暫

定
予
算

▽
平
成　

年
度
の
２
特
別
会
計
暫

１８

定
予
算
補
正
予
算

▽
各
種
組
合
規
約
・
協
議
会
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

▽
出
水
市
指
定
金
融
機
関
の
指
定

に
つ
い
て　

な
ど

　

ま
た
、
北
薩
広
域
行
政
事
務
組

合
議
会
議
員
お
よ
び
市
選
挙
管
理

委
員
等
の
選
挙
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

市
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
、
市

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

お
よ
び
市
監
査
委
員
の
選
任
並
び

に
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

　

各
委
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

　

中
嶋　

敏
子
、
浦
�　

忠
男
、

　

外　

�
男
、
堀
口　

文
治
、

　

築
地　

孝
一

選
挙
管
理
委
員

　

讃
岐　

永
司
、
房
村　

泰
子
、

　

小
島　

晴
美
、
田
口　

誠
一

選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　

江
口　

利
商
、
淵
脇　

惠
子
、

　

肱
岡　

勝
彦
、
遠
竹　

守
男

農
業
委
員
会
委
員

　

山
口　

良
文
、
吉
田
ス
ミ
子

　

鬼
塚　

ミ
ホ
、
嶋
田　

信
子

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

�
留　

憲
司
、
森
代　

良
吉
、

　

石
神　

憲
一

監
査
委
員

　

房
村　

守
雄
、
田
上　

賢
一

教
育
委
員
会
委
員

　

溝
口　

省
三
、
井
町　

直
致

　

中
村　

研
一
、
西
尾　

久
子

　

尾
籠　

伸
幸

市市市市市市市市市市市市市市市
公公公公公公公公公公公公公公公
用用用用用用用用用用用用用用用
車車車車車車車車車車車車車車車
ををををををををををををををを

売売売売売売売売売売売売売売売
りりりりりりりりりりりりりりり
払払払払払払払払払払払払払払払
いいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすす

●
入
札
の
日
時

　

６
月　

日（
水
）午
前　

時

21

10

●
入
札
の
場
所

　

市
中
央
公
民
館
学
習
室（
市
文

化
会
館
と
な
り
）

売
却
す
る
自
動
車
の
公
開

　

日　

時

　
　

▽
６
月　

日（
水
）

１４

　
　
　

午
前　

時
か
ら
正
午

１０

　
　

▽
６
月　

日（
金
）

１６

　
　
　

午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時

　
　

▽
６
月　

日（
日
）

１８

　
　
　

午
前　

時
か
ら
正
午

１０

　

場　

所

　
　

市
役
所（
本
庁
）公
用
車
車
庫

入
札
説
明
書
の
交
付

　
　

入
札
に
関
す
る
説
明
書（
入

札
書
を
含
む
）は
、
前
記
の
公

開
日
・
入
札
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の

会
場
に
来
ら
れ
た
方
に
交
付
し

ま
す
が
、
次
の
場
所
で
も
随
時

交
付
し
ま
す
。

　

交
付
場
所

　
　

本
庁
財
政
課
管
財
係

　
　

高
尾
野
支
所
総
務
課

　
　
　

防
災
・
行
政
相
談
係

　
　

野
田
支
所
総
務
課

　
　
　

防
災
・
行
政
相
談
係

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
財
政
課
管
財
係（
内
線　

・
２３３

　

）
２３４

②平成１３年１０月初年度登録
　普通乗用トヨタクラウン１台
　走行距離　55,500㎞
　最低売却価格 1,500,000円

①平成６年６月初年度登録
　普通乗用トヨタクラウン１台
　走行距離　73,000㎞
　最低売却価格 10,000円

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 売売売売売売売売売売売売売売 却却却却却却却却却却却却却却 すすすすすすすすすすすすすす るるるるるるるるるるるるるる 自自自自自自自自自自自自自自 動動動動動動動動動動動動動動 車車車車車車車車車車車車車車 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆売却する自動車◆ 　

市
町
合
併
に
伴
い
、
不
要
と
な
り
ま
し
た
公
用
車
を
一
般

競
争
入
札
で
売
り
払
い
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
ど
な
た
で
も
入
札
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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特集 土砂災害防止月間特集　土砂災害防止月間

　

集
中
豪
雨
は
、
短
時
間
の
う
ち
に
狭
い
地
域
に
集
中
し
て
降
る
豪
雨

で
、
梅
雨
の
終
わ
り
や
台
風
接
近
時
に
よ
く
起
こ
り
ま
す
。
狭
い
地
域

に
限
ら
れ
突
発
的
に
降
る
た
め
、
そ
の
予
測
は
困
難
で
す
。
気
象
情
報

に
十
分
注
意
し
、
万
全
の
対
策
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
集
中
豪
雨
や
長
雨
に
よ
っ
て
河
川
の
は
ん
ら
ん
も
予
想
さ
れ

ま
す
。
河
川
の
水
位
は
、
次
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

◎
米
ノ
津
川
春
日
橋
水
位
情
報　

�
�
６
４
０
０

　

◎
河
川
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス　

�
�
１
９
８
０

　

◎
鹿
児
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
気
象
情
報（
河
川
水
位
）

　

雨
が
１
時
間
に　

�
以
上
降
っ
た
り
、
降
り
始
め
か
ら
の
雨
量
が　

２０

１００

�
を
超
え
た
り
し
た
と
き
は
、
が
け
崩
れ
の
危
険
が
高
く
な
り
、
十
分

な
警
戒
が
必
要
で
す
。

　

普
段
か
ら
家
の
周
辺
の
山
や
が
け
に
危
険
な
前
兆
が
な
い
か
見
逃
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

異
状
や
前
兆
現
象
に
気
付
い
た
ら
、
土
砂
災
害　

番（
�
�
０
２
０

１１０

３
）に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報

　

降
り
続
く
大
雨
や
台
風
の
た
め
、

土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が
高

ま
っ
た
と
き
、
鹿
児
島
県
と
鹿
児

島
地
方
気
象
台
が
共
同
し
て
市
町

村
単
位
で
土
砂
災
害
警
戒
情
報
を

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
発
表
し
ま
す
。

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
避
難
の

目
安
に
し
て
、
自
主
的
に
早
め
の

避
難
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す
。
梅
雨
期
を
控
え
、
長
雨
や
大
雨
に
よ
る
災
害
が
心
配
さ
れ

る
季
節
で
す
。
こ
れ
か
ら
特
に
雨
の
多
い
時
期
に
な
る
と「
い
つ
・
ど
こ
で
」が
け
崩
れ
や
土
石
流

災
害
な
ど
が
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

日
ご
ろ
か
ら
気
象
情
報
な
ど
に
注
意
し
て
、
非
常
持
出
袋（
市
販
の
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
等
）
の

用
意
や
避
難
場
所
を
確
認
す
る
な
ど
災
害
に
備
え
る
と
と
も
に
、
危
険
と
感
じ
た
ら「
人
命
第
一
」

を
考
え
、
早
め
の
避
難
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

１時間の雨量と降り方等

雨　の　降　り　方　等１時間の雨量

ザーザーと降る。
雨音で話し声がよく聞き取れない。10～20㍉

土砂降り。
側溝や小さな川があふれる。20～30㍉

バケツをひっくり返したように降り、道
路が川のようになる。危険地帯では、避
難の準備が必要。

30～50㍉

滝のように降り、視界が悪くなる。
土石流が起こりやすくなる。50～80㍉

猛烈な雨が降り、大規模な災害の発生す
るおそれが強く、厳重な警戒が必要。80㍉以上

集
中
豪
雨

土
砂
災
害

集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨ややややややややややややややややややややや
土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害ににににににににににににににににににににに備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備えええええええええええええええええええええままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょううううううううううううううううううううう

土石流の前兆がけ崩れの前兆

◆山鳴りがする
◆雨が降り続いてい
るのに川の水位が
下がる
◆川が濁ったり、流
木が流れる

●がけからの水が濁
る
●がけに亀裂が入る
●小石が落ちてくる
●がけから音がする

土砂災害の前兆現象

集中豪雨や集中豪雨や　　　　　　　
土砂災害に備えましょう　土砂災害に備えましょう
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特集 土砂災害防止月間特集　土砂災害防止月間

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
地
域
防
災
活
動
の
主
力
と
な
る
の
は
自
主
防
災

組
織
で
す
。

　

大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
多
発
す
る
被
害
に
対
し
て
防
災
機
関
が

十
分
対
応
で
き
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
、
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、
地
域
住
民
に
よ
る
組
織
的
な
防
災
活

動
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
「
自
分
た
ち
の
家
族
や
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う
意
識
を

持
っ
て
地
域
ぐ
る
み
で
防
災
活
動
に
取
り
組
み
、
高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
災
害
時
要
援
護
者
の
方
々
も
安
心
し
て
住
め
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
防
災
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
自
主
防
災
組
織
で
の
防
災
訓
練
な

ど
自
発
的
な
活
動
に
取
り
組
み
、
日
ご
ろ
か
ら
非
常
時
に
備
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
各
種
の
気
象
情
報
や
雨
量
に
よ
り
災

害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
状
況
に
合
わ

せ
て
、
災
害
警
戒
本
部
や
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
、
皆
さ
ん
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
避
難
所

を
開
設
し
ま
す
の
で
、
人
命
優
先
で
早
め
に
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、
体
の
不
自
由
な
方

な
ど
の
い
る
家
庭
で
は
、
近
所
の
人
と
協
力
し

合
っ
て
、
早
め
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
す
る
と
き
は
、
非
常
食
、
救
急
医
薬
品
、

懐
中
電
灯
、
貴
重
品
な
ど
生
活
に
最
小
限
必
要
な

も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

避
難
す
る
前
に
、
火
元
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

電話番号避難所の名称地区名

�２２００　�２９３３（専用）上場小学校
大 川 内

出 水

�２５０２大川内農業者トレーニングセンター

�２１６０東出水小学校
東 出 水

�０１１９消防署

�２１３３小原山体育館（青年の家）

出 水 �２１５１出水小学校

�２１６６出水中学校

�２１５５西出水小学校
西 出 水

�００１７高齢者ふれあいセンター

�３３１１　�４７９５（専用）切通小学校

米ノ津東 �３８７９米ノ津農村環境改善センター

�１００６米ノ津東小学校

�１０５５米ノ津中学校

米 ノ 津 �１１１９米ノ津小学校

�２１６６福之江保育園

�０６３３荘小学校荘

�２１４３出水保健センター
　※寝たきりの方のみそ の 他

�００２９高尾野小学校西 部

高尾野

�００１９高尾野中学校中 部

�１１１１高尾野老人福祉センター東 部

�００３９下水流小学校
北 部

�０２１０下水流農業者トレーニングセンター

�３００４江内小学校

江 内 �３１１１江内カントリーコア

―――野口自治公民館

�３２５１岩渕公民館岩 渕

野 田

―――屋地自治公民館屋地、旭

―――餅井自治公民館餅 井

―――青木原自治公民館青 木

�２０８５野田農村環境改善センター

野田中央

�２００８野田小学校

�２０１１野田中学校

�２０７４野田女子高等学校

�３１１６野田体育館

―――野田武道館

避 難 所 一 覧

自
主
防
災
組
織

早
め
の
避
難
を

非常食（缶詰、パンな
ど）、飲料水、携帯ラ
ジオ、懐中電灯、予備
電池、缶切り、ナイフ、
ライター・マッチ、
ティッシュ、ビニー
ル袋、医薬品、現金
など

非常持ち出し品の例

※電話番号欄に記載のない避難所については各支所にご連絡ください。
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８
０
２
０
と
は

　
「
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
」と
読
み
ま
す
。

　

８
０（
ハ
チ
マ
ル
）は　

歳
と
い
う
年
齢
、

８０

２
０（
ニ
イ
マ
ル
）は
残
っ
て
い
る
歯
の
数
で

す
。　

本（
親
知
ら
ず
を
除
く
）の
う
ち　

歳

２８

８０

に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を　

本
以
上
保
と
う

２０

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

８
０
２
０
は
、
自
分
の
歯
を
生
涯
に
わ

た
っ
て
守
る
努
力
を
し
た
結
果
、
自
分
の
歯

で
何
で
も
お
い
し
く
食
べ
て
、
会
話
を
楽
し

み
、
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
れ

る
と
い
う
ご
褒
美
な
の
で
す
。

　

生
涯
に
わ
た
る
健
康
な
歯
づ
く
り
は
、
胎

児
期
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
子
ど
も
の
歯

の
形
成
は
妊
娠
中
に
始
ま
り
、
お
母
さ
ん
自

身
の
健
康
や
食
事
へ
の
配
慮
が
、
赤
ち
ゃ
ん

の
歯
の
た
め
に
も
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
幼
児
期
の
む
し
歯
は
親
・
祖
父
母

・
保
育
従
事
者
な
ど
周
り
の
大
人
が
十
分
に

気
を
付
け
な
く
て
は
予
防
で
き
ま
せ
ん
。

　

０
歳
か
ら　

歳
ま
で
の
長
い
人
生
の
中
で
、

８０

乳
歯
が
生
え
、
永
久
歯
が
生
え
、
成
人
し
て

か
ら
は
歯
肉
が
衰
え
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

変
化
が
訪
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
そ
れ
ぞ
れ

の
時
期
に
歯
科
検
診（
プ
ロ
に
よ
る
ケ
ア
）と

自
己
管
理（
セ
ル
フ
ケ
ア
）を
通
じ
て
歯
と
口

の
ケ
ア
を
継
続
す
る
。
そ
し
て
、
全
身
的
な

健
康
を
保
ち
、
人
生
を
よ
り
良
く
生
き
る
、

そ
れ
が
８
０
２
０
な
の
で
す
。

　

ま
ず
は　

歳
で　

本
の
歯
を
保
つ

６０

２４

「 
６
０
２
４ 
」を
目
標
と
し
ま
し
ょ
う
！

ロ
ク
マ
ル
ニ
イ
ヨ
ン

本
市
の
３
歳
児

む
し
歯
の
本
数
が
日
本
一　
!?

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
わ
が
国

の
乳
歯
・
永
久
歯
の
む
し
歯
を
有
す
る
者
の

割
合
は
、
先
進
国
の
中
で
、
情
け
な
い
ほ
ど

高
い
数
値
を
示
し
ま
す
。

　

中
で
も
鹿
児
島
県
は
、
３
歳
児
の
む
し
歯

の
状
況
が
全
国
で
最
も
悪
い
方
に
位
置
し
、

さ
ら
に
出
水
地
区
は
、
県
内
で
も
ほ
ぼ
最
下

位
で
、
悔
し
い
こ
と
に
長
年
こ
の
位
置
は
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
は
、
わ
た
し
た
ち
保
健
従
事
者

を
含
め
、
子
ど
も
を
守
り
育
て
る
す
べ
て
の

大
人
の
責
任
で
す
。

　

何
よ
り
も
大
切
な
の
は「
自
分
で
む
し
歯

と
歯
周
病
を
防
ぐ
」と
い
う
大
人
自
身
の
意

志
と
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力
で
あ
り
、
そ
の
思
い

と
習
慣
を
子
や
孫
に
、
プ
ロ
の
ケ
ア
を
利
用

し
な
が
ら
伝
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
子
ど
も
を
む
し
歯
か
ら
守
る
た
め

に
次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◆
甘
い
食
べ
物
・
飲
み
物
の
質
や
与
え
方
を

考
え
る

　
　

あ
め
、
ガ
ム
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
、
ソ
フ
ト

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
、
グ
ミ
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー

類
は
、
最
も
む
し
歯
を
つ
く
り
ま
す
。

◆
食
べ
物
の
口
移
し
、
大
人
が
使
っ
た
は
し

や
ス
プ
ー
ン
の
使
用
は
避
け
る

　
　

主
に
、
家
族
か
ら
む
し
歯
菌
が
感
染
し

ま
す
。

ハ 

0

5
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20
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30
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口の健康にかかわるサービス

◆
フ
ッ
化
物
を
活
用
す
る

　
　

歯
質
を
強
化
し
、
む
し
歯
予
防
に
効
果

的
で
す
。
家
庭
用
の
ス
プ
レ
ー
タ
イ
プ

が
薬
店
・
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
で
購

入
で
き
ま
す
。
ま
た
定
期
検
診
時
に
フ

　
　

ッ
化
物
塗
布
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◆「
歯
磨
き
と
う
が
い
の
習
慣
化
」大
人
が
仕

上
げ
磨
き
を

◆
む
し
歯
に
気
付
い
た
ら
、
す
ぐ
に
治
療
開

始気
付
か
な
い
う
ち
に

悪
化
す
る
歯
周
病

　

仕
事
や
家
事
の
忙
し
さ
に
、
つ
い
、
歯
や

歯
茎
の
小
さ
な
異
常
を
見
逃
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
最
近
は
若
い
人
の
歯
周
病
が
増
え
、

　

代
で
す
で
に　

�
。　

代
以
上
の
ほ
と
ん

２０

７０

４０

ど
が
歯
周
病
の
状
態
で
す
。
歯
周
病
は
、
歯

周
病
菌
に
よ
る
感
染
で
、
歯
茎
が
は
れ
た
り
、

歯
を
支
え
て
い
る
骨
が
溶
け
て
歯
が
ぐ
ら
ぐ

ら
に
な
っ
て
い
く
病
気
で
す
。
痛
み
な
ど
自

覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ま
ま
進
行
し
、
急

速
に
歯
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
む
し
歯
や
歯
周
病
は
全
身
に
影
響

し
ま
す
。

　

高
齢
期
は
、
歯
周
病
菌
や
入
れ
歯
に
つ
い

て
い
る
細
菌
が
、
睡
眠
中
や
食
事
の
時
、

誤
っ
て
気
管
に
入
る
こ
と
で
肺
炎
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
む
し
歯
や
歯
周
病

予
防
の
た
め
に
、
口
を
清
潔
に
す
る
こ
と
が

肺
炎
を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ぴ
っ
た
り
合
っ
た
入
れ
歯
で
、
食
事
や
会
話

を
楽
し
み
、
若
さ
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

８
０
２
０
達
成
に
向
け
て

　

豊
か
な
高
齢
社
会
に
向
け
て
、
こ
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
大
人
よ
り
も
む
し

ろ
子
ど
も
の
段
階
か
ら
の
予
防
が
最
も
重
要

で
す
。

　

家
族
や
地
域
ぐ
る
み
で「
自
分
の
歯
を
守

る
」、「
子
ど
も
の
歯
を
守
る
」と
い
う
意
識

を
高
め
、
市
、
各
関
係
機
関
、
学
校
、
職
場

等
の
協
力
体
制
の
も
と
、
あ
な
た
の
努
力
と

と
も
に
８
０
２
０
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

かかりつけ歯科医　を持ちましょう

定期的に、かかりつけ歯科医でチェックやケアを
受けることで、むし歯や歯周病が予防できます。

歯科保健相談窓口　をご利用ください
　　（出水保健センター内）　
ブラッシングや歯間清掃など、口の健康について
歯科衛生士がアドバイスします。

　　　場　　所　　　　時　　期　　　対　象　者　　　名　　称

出水保健センター毎月第４火曜日（午後１
時～同１時３０分受け付け）

幼児
定員４０人（要予約）

予防のための予約歯科
（フッ化物塗布）

市内歯科医院
（対象者には事前に通知）１１月４０、５０、６０、７０歳の男女歯周疾患検診

５歳児健診受診者のうち、
むし歯０本で、口の中の
状況が良好な幼児

５歳児歯科表彰

８０歳以上で自分の歯を２０
本以上有する者8020歯科表彰

問い合わせ先　出水保健センター（��２１４３）
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特集 環境月間・環境の日特集　環境月間・環境の日

　

６
月
５
日
は
環
境
の
日
で
す
。
こ
れ
は
、

１
９
７
２
年（
昭
和　

年
）６
月
５
日
か
ら
ス

４７

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
た「
国
連
人
間

環
境
会
議
」を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　

環
境
の
日
に
は
、
環
境
保
全
の
重
要
性
を

認
識
し
、
行
動
の
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
、

世
界
各
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
６
月
の
１
か
月
間
を「
環
境

月
間
」と
定
め
、
環
境
省
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
平
成　

年
度
も
地
球
温
暖
化
防
止

１８

大
規
模
国
民
運
動「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６

％
」な
ど
と
連
携
を
図
り
、
国
民
一
人
一
人

が
自
ら
の
生
活
・
行
動
を
見
直
し
て
い
く
こ

と
や
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
な
ど
に

視
点
を
置
い
て
、
環
境
保
全
活
動
の
普
及
、

啓
発
に
関
す
る
各
種
行
事
等
を
実
施
し
ま
す
。

「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
」と
は
？

　

日
本
は
京
都
議
定
書
に
よ
り
、
Ｃ
Ｏ
２（

二

酸
化
炭
素
）な
ど
温
室
効
果
ガ
ス
を
６
�
削

減
す
る
こ
と
を
国
際
社
会
に
約
束
し
ま
し
た
。

そ
の
達
成
に
向
け
て
、
国
民
一
人
一
人
の
行

動
に
加
え
て
、「
チ
ー
ム
」と
な
っ
て
力
を
合

わ
せ
、
冷
暖
房
な
ど
の
温
度
調
節
や
水
や
電

気
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
な
ど
、
下
記

の
６
つ
の
重
点
行
動
に
取
り
組
む
こ
と
を
い

い
ま
す
。「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
」に
は
、

日
本
国
民
な
ら
だ
れ
で
も
環
境
省
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
参
加
登
録
で
き
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
や
環
境
保
全
に
つ
い
て

難
し
く
考
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身
の

回
り
で
で
き
る
こ
と
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

温度調節で温度調節で
減らそう減らそう

水道の使い方で水道の使い方で
減らそう減らそう

商品の選び方で商品の選び方で
減らそう減らそう

自動車の乗り方で自動車の乗り方で
減らそう減らそう

買い方で買い方で
減らそう減らそう

電気の使い方で電気の使い方で
減らそう減らそう

６月は 
６月5日は 

冷
房
は　

℃
に
設
定
し
よ
う

28

蛇
口
は
こ
ま
め
に
閉
め
よ
う

エ
コ
製
品
を
選
ん
で
買
お
う

ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
な
く
そ
う

　

過
剰
包
装
を
断
ろ
う

　

コ
ン
セ
ン
ト
を
こ
ま
め
に
抜
こ
う
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特集 環境月間・環境の日特集　環境月間・環境の日

環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例ががががががががががががががががががががががががががががががががが環境美化推進条例が
７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららららららららららららららら施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行ささささささささささささささささささささささささささささささささされれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす７月１日から施行されます

　

こ
の
条
例
は
、
空
き
缶
等
の
ポ
イ
捨
て
や
、

飼
い
犬
ま
た
は
飼
い
猫
の
ふ
ん
の
放
置
を
禁

止
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
違
反
し
、
改
善
勧

告
と
改
善
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
は
、

５
万
円
以
下
の
罰
金
と
い
う
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
空
き
缶
等
の
ポ
イ
捨
て
に
つ
い
て

は
、「
何
人
も
、公
共
の
場
所
等
に
空
き
缶
等

の
ポ
イ
捨
て
を
し
て
は
な
ら
な
い
」と
規
定

し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
の「
空
き
缶
等
」と
は
飲

食
料
を
収
納
し
て
い
た
缶
、
び
ん
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
そ
の
他
の
容
器
、

た
ば
こ
の
吸
い
殻
、
チ
ュ
ー
イ
ン

ガ
ム
の
か
み
か
す
、
ち
り
紙
、
包

装
紙
、
収
納
袋
、
印
刷
物
そ
の
他

こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
、
捨
て
ら

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ご
み
の
散
乱

の
原
因
と
な
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
ポ
イ
捨
て
」と
は
、
回

収
容
器
ま
た
は
ご
み
箱
等
の
所
定

の
場
所
以
外
に
捨
て
る
行
為
を
い

い
ま
す
。

　

次
に
、
飼
い
犬
や
飼
い
猫
の
ふ
ん
の
放
置

に
つ
い
て
は
、
飼
い
主
の
責
務
と
し
て「
飼

い
主
は
、
ふ
ん
害
を
防
止
し
、
市
が
実
施
す

る
ふ
ん
害
防
止
に
関
す
る
施
策
に
協
力
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
し
、
ま
た
、
禁
止
行

為
と
し
て「
飼
い
主
は
、
飼
い
犬
又
は
飼
い

猫
を
適
正
に
飼
養
管
理
す
る
と
と
も
に
、
み

だ
り
に
ふ
ん
を
放
置
し
て
は
な
ら
な
い
」と

規
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
こ
で
い
う「
飼
い
主
」と
は
、
犬

ま
た
は
猫
の
所
有
者（
所
有
者
以
外
の
者
が

飼
養
管
理
す
る
場
合
は
、
そ
の
者
を
含
む
）

を
い
い
ま
す
。

　

ポ
イ
捨
て
や
飼
い
犬
、
飼
い
猫
の
ふ
ん
の

放
置
は
、
そ
の
周
辺
で
生
活
す
る
人
や
散
歩

な
ど
を
す
る
方
に
不
快
感
を
与
え
る
ば
か
り

で
な
く
、
環
境
衛
生
上
も
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ふ
ん
の
持
ち
帰
り
は
、
飼
い
主
と

し
て
最
低
限
の
マ
ナ
ー
で
す
。
散
歩
の
際
は
、

移
植
ご
て
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
持
ち
歩
く

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
保
健
環
境
課

　
　

環
境
保
全
係（
内
線　

・　

）

１７４

１７５

　

高
尾
野
支
所
市
民
生
活
課

　
　

市
民
生
活
係（
内
線　

）
４１１

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　
　

市
民
生
活
係（
内
線　

）
７１４

　旧出水市で昨年５月３０

日（ごみゼロの日）から施

行されていた環境美化推

進条例（通称ポイ捨て禁

止条例）が７月１日から、

高尾野地区、野田地区で

も施行されます。

　６月はアユ漁解禁の時期です。
　河川敷で飲食した後は、来たとき
よりも美しくする気持ちで清掃しま
しょう。
　また、河川敷でごみを燃やすこと
は、法律により禁止されています。
　ごみは必ず持ち帰りましょう。

マナーを守りましょう
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おお らら せせ知知

「自治会」では、自治会長を中心として、
◆地域住民の親ぼくを図り、連帯を高める
　《花見、夏祭りなど》
◆生活環境の整備と美化に努める
　《リサイクル活動、河川・道路清掃作業、防犯灯の整備・保守、ふるさと出水
クリーン作戦など》

◆子ども会・老人会の育成を図る
　《各種スポーツ大会、世代間交流事業など》
◆関係機関・団体との連携を図る
といった活動が行われています。
　このほかにも、地域の実情に応じてさまざまな活動が行われています。このよ
うな活動を通して、地域内の連帯感が生まれ、住み良い環境がつくり出されてい
ます。
　このような活動をより多くの市民の皆さんと共に推進するため、市自治会連合
会と市では「自治会」への加入促進を図っています。

������������������������������������

　また、本市では、自治会長を「行政事務連絡員」として委嘱し、次の事務をお願
いしています。
●市からの公文書等の配布、市への報告文書の取り次ぎ、市からの調査の取りま
とめおよび市税等の取りまとめ

●行政事務に関する各種伝達事項の周知
　

　本市には、地域の自治活動を行う組織として「自治会」があります。
　この自治会とは、地域住民みんなが加入し、お互いの人格を尊重し
ながら、相互理解と協力によって地域の発展、豊かな生活環境をつく
り出すことを目的とした組織です。

　自治会長の役割は、自治会員をまとめていく大変な仕事です。そのためには、自治会員の皆さんの
協力が必要です。
　より良い「自治会」にするために、知恵を出し合い、お互い協力していきましょう。

自治会活動と自治会活動と
自治会長の仕事自治会長の仕事

６
月
は

『
自
治
会
加
入
促
進
月
間
』で
す

問い合わせ先　本庁総務課行政防災係（内線203、204）

リサイクル指導リサイクル指導

　自治会では、ごみステーションの管
理・清掃を行い、地域の環境美化にも
積極的に取り組んでいます。また、自
治会から推薦され、市から委嘱された
環境美化推進員などの方々がリサイク
ル品と家庭ごみの正しい分け方・出し
方の指導を行っています。

クリーン作戦クリーン作戦 スポーツ大会スポーツ大会
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　外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観のののののののののののののののののののの変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更ににににににににににににににににににににはははははははははははははははははははは外観の変更には

ああああああああああああああああああああららららららららららららららららららららかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続ききききききききききききききききききききがががががががががががががががががががが必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要ななななななななななななななななななななここここここここここここここここここここととととととととととととととととととととががががががががががががががががががががあああああああああああああああああああありりりりりりりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすあらかじめ申請手続きが必要なことがあります　

～出水麓伝統的建造物群保存地区～
　

出
水
麓
地
区
は
、
平
成
７
年　

月
か
ら

１２

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と

し
て
文
化
財
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
外
観
の
変
更
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
基
準
に
見
合
う
場
合
は
、
補
助

金
等
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

許
可
申
請
が
必
要
な
も
の

●
建
物
や
石
垣
の
増
改
築
、
移
転
、
撤
去

な
ど

●
土
地
の
造
成
、
木
竹
の
伐
採
、
看
板
の

設
置
な
ど

許
可
申
請
が
不
要
な
も
の

○
災
害
時
の
応
急
処
置
や
枯
れ
た
木
竹
の

伐
採
な
ど

○
部
屋
の
中
の
改
造
等
で
、
外
観
に
変
更

が
な
い
も
の

奨
励
金
や
補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
方

　

◆
地
区
内
の
土
地
の
所
有
者
等

◆
公
道
等
に
面
し
た
生
垣
の
せ
ん
定
を
実

施
さ
れ
た
方

◆
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
建
物
や
工
作
物

の
保
存
修
理
ま
た
は
物
件
の
復
元
を
さ

れ
る
方（
※
こ
の
補
助
制
度
は
、
あ
ら

か
じ
め
予
算
確
保
の
準
備
が
必
要
な
こ

と
か
ら
、
実
施
年
度
の
前
年
か
ら
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
平
成　

年
度

１９

分
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
６
月
末
ま
で

に
社
会
教
育
課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。）

出
水
麓
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区 

　
　
　
範
　
　
囲
　
　
図 

諏訪神社 

出水小学校 
出水保育園 

Ｎ 

凡　例 
記　号　特定物件（文化財）の種類 
　■　　建築物 
　●　　門 
　－－－－－－　　石垣 

伝建地区 
の範囲 

　

問
い
合
わ
せ
先　

市
中
央
公
民
館
内
社
会
教
育
課
文
化
係

　
　
　
　
　
　
　
　
（
�
�
２
１
０
６
）
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今
年
も
、『
出
水
市
交
通
災
害

共
済（
通
称：

１
円
保
険
）』の
切

り
替
え
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
共
済
は
、
１
人
当
た
り
年

額　

円（
１
日
約
１
円
）と
い
う
安

３６０
い
会
費
で
、
交
通
事
故
で
死
傷
し

た
と
き
に
見
舞
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
市
民
相
互
の
救
済
制

度
で
す
。

　

も
し
も
の
と
き
の
た
め
に
、
家

族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

※
高
尾
野
地
区
、野
田
地
区
に
お

住
ま
い
の
方
で
、既
に　

円
の

450

会
費
で
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、

再
度
加
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

加
入
で
き
る
人

①
本
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国

人
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方

②
市
外
に
居
住
す
る
学
生
で
保
護

者
が
①
の
方

共
済
有
効
期
間　

平
成　

年
７
月

１８

１
日
か
ら
平
成　

年
６
月　

日

１９

３０

ま
で（
７
月
１
日
以
降
に
加
入

さ
れ
た
方
は
そ
の
翌
日
か
ら
有

効
）

共
済
適
用
事
故　

自
動
車
、
二
輪

車
等
に
よ
る
人
身
事
故
お
よ
び

自
損
事
故

◆
申
込
書
は
、
各
戸
に
配
布
し
ま

す
が
、
本
庁
市
民
課
、
高
尾
野

支
所
市
民
生
活
課
、
野
田
支
所

市
民
福
祉
課
の
各
市
民
生
活
係

に
も
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。
申

込
書
の
裏
面
に
掲
載
し
て
あ
る

「
注
意
事
項
」と「
と
り
き
め
」を

よ
く
読
ん
で
か
ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
課
市
民
生
活
係

　
（
内
線　

）
１３７

　

高
尾
野
支
所
市
民
生
活
課
市
民

生
活
係（
内
線　

）
４１１

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生

活
係（
内
線　

）
７１５

み
ん
な
で
加
入
し
よ
う
！

出
水
市
交
通
災
害
共
済

音声訳講習会受講生を募集
視覚障害者向けに広報紙をテープに録音
する奉仕員養成を目的とした講習会です。内　　　容

６月２４日（土）　午前１０時～午後３時実 施 日 時

市中央公民館場　　　所

無　料受 講 料３０人募 集 定 員

６月２２日（木）申 込 期 限

申込・問い合わせ先　本庁社会福祉課社会係（内線１６６）

募
集
人
員

　

２
人

応
募
資
格

　

次
の
条
件
を
満
た
す
こ
と

●
満　

歳
以
上
で
、
市
内
に
居
住
、

２０
ま
た
は
、
市
内
の
事
業
所
に
勤

務
し
て
い
る
こ
と

●
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
参
加

で
き
る
こ
と

任　
　

期

　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
以
内

応
募
用
紙

　

左
ペ
ー
ジ
の
応
募
用
紙
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ま
た
は
、
メ
ー
ル
に
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法

　

応
募
内
容
を
も
と
に
、
書
類
選

考
で
決
定
し
ま
す
。

選
考
結
果

　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

６
月
１
日（
木
）か
ら
同　

日
１６

（
金
）ま
で（
※
必
着
）

提
出
先

◆
直
接
持
参
す
る
場
合

　

本
庁
新
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、

市
民
相
談
室
、
ま
た
は
、
各
支

所
総
務
課
へ

◆
郵
送
の
場
合

　

〒
８
９
９
―
０
２
９
２

　

出
水
市
緑
町
１
番
３
号

　

出
水
市
役
所
企
画
部
新
市
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
あ
て

◆
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
す
る
場
合

　

�
１
６
４
５

◆
電
子
メ
ー
ル
で
送
付
す
る
場
合

shinm
achi_c@

city.izum
i.

　
     
       
         
  

kagoshim
a.jp

　
        
    

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
新
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

行
政
改
革
推
進
係（
内
線　

・　

）

２８２
２８３

　

市
で
は
、
簡
素
で
効
率
的
な
市
政
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
、

『
行
政
改
革
大
綱
及
び
実
施
計
画
』を
策
定
し
、
行
財
政
改
革

に
取
り
組
む
方
針
で
す
。

　

今
回
、
そ
の
た
め
に『
出
水
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
』を
設

置
し
、
そ
の
委
員
の
一
部
を
募
集
し
ま
す
。

行政改革推進委員会委員を
募集します



行 政 改 革 推 進 委 員 会 委 員 応 募 用 紙  

出水市企画部　新市まちづくり推進課　あて 

（ふりがな） 

明・大・昭　　　　　年　　　　月　　　　日生 

男　・　女 

年　　月 

年　　月 

年　　月 

年　　月 

（電話番号）　（　　　　　　　）　　　　― 

〒 

氏 名  

生 年 月 日  

性 別  

応 募 動 機  

略 歴  

住所／連絡先 

＊不足する場合は、 

裏面をご利用くだ 

さい。 

新市まちづくり推進課　行政改革推進係（内線282、283） 

キ

リ

ト

リ

線

 



裏　面 

（氏名：　　　　　　　　　　） 

応 募 動 機  

FAXで送付される方は、裏面の送信忘れがないようにご注意ください。 
※注意 

キ

リ

ト

リ

線
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人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククク利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集人間ドック利用者を募集

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククク・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククク一般ドック・脳ドック（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククク一日外来人間ドック））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））

　

４
月
１
日
現
在
、　

歳
以
上
の

３５

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
被
保

険
者
期
間
が
１
年
以
上
、
か
つ
、

前
年
度
分
の
国
保
税
を
完
納
し
て

い
る
方
が
対
象
に
な
り
ま
す（
病

気
療
養
中
の
人
は
除
き
ま
す
）。

　

ド
ッ
ク
の
利
用
は
、
人
間
ド
ッ

ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か

年
１
回
で
す
。

　

ま
た
、
節
目
ド
ッ
ク（
平
成　
１８

年
度
中
に　

歳
、　

歳
に
な
る
方

４５

５５

を
対
象
）も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

人
生
の
節
目
に
一
度
ド
ッ
ク
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

人間ドック利用者を募集

一般ドック・脳ドック（一日外来人間ドック）

脳ドック節目ドック一般ドック

４０人７５人（一般コース５０人、
　　　婦人コース２５人）

市内医療機関
　１３０人（一般コース１００人、
　　　　婦人コース３０人）
市外医療機関
　　６８人（一般コース３５人、
　　　　婦人コース３３人）

定　　員

国民健康保険証をお持ちの上、本庁・各支所の国民健康保険担当係へお申し込みください。申込方法

６月１５日（木）
　　　　～７月１８日（火）

６月１５日（木）
　　　　～７月１８日（火）

市内医療機関　６月１５日（木）
　　　　　　　～７月１８日（火）
市外医療機関　　　　　　　検査予定日の一週
間前までに，利用申込書により農
協各事業所へお申し込みください。

受付期間

ＭＲＡ（脳の断層撮影）検
査、ＭＲＩ（脳の血流）検
査、一般血液検査、血清
脂質検査

市内医療機関
胸部・循環器・消化器検査、肝・じん・すい臓機能検査、糖尿
病検査、血清脂質検査、乳・子宮がん検査（婦人コースのみ）

検査内容 市外医療機関
　検査料３０，０００円以上で鹿児島県
厚生農協連健康管理センターが行
う検査

検査料　　　　３６，８８０円
補助額　　　　２５，８００円
自己負担額　　１１，０８０円

《一般コース》
検査料　　　　３７，１８０円
補助額　　　　２６，０００円
自己負担額　　１１，１８０円
《婦人コース》
検査料　　　　４６，８８０円
補助額　　　　３３，０００円
自己負担額　　１３，８８０円

市内医療機関
《一般コース》
検査料　　　　３７，１８０円
補助額　　　　２６，０００円
自己負担額　　１１，１８０円
《婦人コース》
検査料　　　　４６，８８０円
補助額　　　　３３，０００円
自己負担額　　１３，８８０円
市外医療機関
《一般コース》
検査料　　　　４４，０８０円
補助額　　　　２３，０００円
自己負担額　　２１，０８０円
《婦人コース》
検査料　　　　４９，８５０円
補助額　　　　２５，０００円
自己負担額　　２４，８５０円

検 査 料
お よ び
補 助 額
（予　定）

平成１８年９月～平成１９年３月平成１８年７月～平成１９年３月検　　査
実施期間

出水総合医療センター

市内医療機関
北満病院、楠元内科医院、吉井中央病院、東医院、井上医院、
恒吉医院、朝倉医院、出水総合医療センター、高尾野医療セ
ンター、野田医療センター指　　定

医療機関
市外医療機関
鹿児島県厚生農協連健康管理セン
ター

問い合わせ先　本庁市民課健康保険係（内線１２９、１４５、１４６、１５６）
　　　　　　　高尾野支所市民生活課保険年金係（内線４１３）
　　　　　　　野田支所市民福祉課保険年金係（内線７１３）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。
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平
成　

年
度

１８

ネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
チチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチ
ャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
クククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククク
ララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララ
ブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
メメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

　

全
国
で
も
常
に
出
火
原
因
の
上

位
に
あ
る
の
が「
こ
ん
ろ
」を
原
因

と
し
た
火
災
で
、
特
に「
天
ぷ
ら

油
火
災
」が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
市
内
に
お
い
て
も
、
今
年
に

入
っ
て
か
ら
す
で
に
３
件
の
天
ぷ

ら
油
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

天
ぷ
ら
油
火
災
を
防
止
す
る
た

め
に
大
切
な
こ
と
は
、
揚
げ
物
料

理
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い
こ
と

で
す
。
や
む
を
得
ず
離
れ
る
場
合

は
、
必
ず
ガ
ス
こ
ん
ろ
・
電
気
調

理
器
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
下
さ

い
。
ま
た
、
ガ
ス
こ
ん
ろ
は「
天

ぷ
ら
油
過
熱
防
止
装
置
」や「
立
ち

消
え
安
全
装
置
」が
付
い
た
も
の

を
購
入
さ
れ
る
こ
と
を
お
薦
め
し

ま
す
。

　

特
に
、
揚
げ
物
料
理
を
さ
れ
る

と
き
は
、
過
熱
防
止
装
置
の
つ
い

て
い
る
側
の
こ
ん
ろ
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

天
ぷ
ら
油
過
熱
防
止
装
置

　

バ
ー
ナ
ー
部
中
央
に
つ
い
て
い

る
温
度
セ
ン
サ
ー
が
鍋
底
の
温
度

を
感
知
し
、
油
温
が
お
お
む
ね　
２５０

�
に
達
す
る
と
自
動
的
に
ガ
ス
を

遮
断
す
る
機
能
で
す
。

立
ち
消
え
安
全
装
置

　

煮
こ
ぼ
れ
や
点
火
ミ
ス
、
強
風

な
ど
で
ガ
ス
こ
ん
ろ
の
火
が
消
え

て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
自
動
的
に

ガ
ス
を
遮
断
す
る
機
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
消
防
署（
�
�
０
１
１
９
）

対　
象　
者

◆
市
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
等
で
、
年
間
を
通
じ
て
参

加
で
き
る
方

◆
夏
休
み
の
キ
ャ
ン
プ
の
参
加

は
希
望
者
の
み（
保
護
者
同

伴
）と
し
ま
す
。

定　
　

員

　
　

人
程
度（
先
着
順
）

５０
申
込
期
限

　

６
月　

日（
木
）

２９

参
加
費
用

▼
１
人
年
間
１
千
円（
保
険
料

お
よ
び
材
料
代
）

※
保
護
者
等
も
保
険
料
１
人　
５００

円
を
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

▼
夏
休
み
の
キ
ャ
ン
プ
は
別
に

１
人　

円（
材
料
代
等
）が
必

７００

要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
青
年
の
家（
�
�
２
１
３
５
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
９
４
１
７
）

天
ぷ
ら
油
火
災
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

平
成　

年
度

１８

ネネ
イイ
チチ
ャャ
ーー
クク
ララ
ブブ
のの
メメ
ンン
ババ
ーー
をを
募募
集集
！！

　

市
青
年
の
家
で
は
、
主
に
土
曜
日
を
利
用
し
て
自
然
体
験

活
動
を
す
る「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
」の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

●
活
動
内
容
●

草木染めに挑戦草木染めに挑戦

活　動　場　所活　動　テ　ー　マ実施月日

市青年の家野外ゲームで友達を作ろう７月８日（土）

市青年の家
《お泊まりネイチャークラブ》
家族で虫取りキャンプ

８月１９日（土）
　　２０日（日）

米ノ津川流域河原で石ころアート９月９日（土）

高川ダムハイキング１０月７日（土）

市青年の家草木染めに挑戦１１月１１日（土）

クレインパークいずみ野鳥を観察しよう１２月９日（土）

市青年の家記念品を作ろう１月１３日（土）

※活動時間は、基本的に午前中（午前９時から正午まで）ですが、活動内容
によって多少前後することがあります。
※活動内容は、天候等の影響により変更する場合があります。

　　クレインパークいずみからのお知らせ　　　

石石石石石石石石石石石を募集しています
　「思い出の石」「旅先での記念の石」「鉱物」「化石」
なんでもけっこうです。第２０回企画展「きれいな
石展（化石、岩石、鉱物）」と同時開催の第１回市民
コレクション展「石の魅力」で展示します。　
展示期間
　７月１５日（土）～８月３１日（木）
展示場所
クレインパークいずみ
１階企画展示室

募集期限
　６月３０日（金）
応募方法　期限までにク
レインパークにご連絡
ください。

問い合わせ先
　クレインパークいずみ
　（��８９１５）

児童生徒の
理科研究記録・作品展
６月３日（土）～７月２日（日）

　県内の児童・生徒が作っ
た理科研究記録や採集物を
展示します。研究や採集の
しかたを分かりやすく紹介
します。
　夏休みの自由研究の参考
にしよう！

�

�

�

�
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�
�
�
�
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�
�
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�
�
�
�
�
�
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「鶴 翔 祭」
２００６２００６年 夏祭りいずみ年　夏祭りいずみ

「「鶴鶴 翔翔 祭祭」」
７月２２日（土）・２３日（日）開催　

★イベントの参加者を募集！★イベントの参加者を募集！！！★★
　２００６年　夏祭りいずみ「鶴翔祭」では、次のイベン
トを計画しています。市民参加型の祭りですので、
年齢や性別は問いません。職場や各種団体、その他
いろいろなグループを作り、ご参加ください。

申込・問い合わせ先申込期限場　　所イベント名日　　時

商工観光課（内線１５１、１５２）６月３０日（金）

本町通り
歩行者天国

仮装パレード

７月２２日（土）
出水市観光協会（��１３３７）
（出水商工会議所内）

６月２０日（火）
みこし担ぎ競争

市民総踊り大会

夏祭りいずみ鶴翔祭事務局（��１３３７）
（出水商工会議所内）

６月３０日（金）みこしパレード

６月２０日（火）
市総合運動公園
芝生広場

演芸大会７月２３日（日）

※前回申し込みいただいた団体に
は、参加申込用紙をお送りしま
す。
※参加申込用紙は出水商工会議所、
商工観光課にあります。なお、
各イベントによって申込期限が
異なりますのでご注意ください。

ボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボラララララララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンンンンンテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアボランティア
ススススススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフスタッフ
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！大募集！

　
　夏祭りいずみ「鶴翔祭」
実行委員会では、暑い夏
をさらに熱く、共に夏祭
りを支えてくださるボラ
ンティアスタッフを募集
しています。
　年齢や性別は問いませ
ん。やる気のある方なら
どなたでも歓迎します。
　詳しくは、夏祭りいず
み鶴翔祭事務局（��
１３３７、出水商工会議所
内）までお問い合わせく
ださい。

　
　フリーマーケットフリーマーケット　我我 楽 多 市楽 多 市

　《出　店　者　募　集》　

　家庭に眠っている不用な衣類、雑貨、贈答品など（食料品や危険物は
除く）を自分たちで販売してみませんか？
　参加料、販売手数料は必要ありません。
日　　時　７月２３日（日）　午後４時～同７時まで
場　　所　市総合運動公園芝生広場
参加資格　代表者が本市在住の方で１８歳以上（高校生は除く）の個人また
はグループ。ただし、リサイクル業者の方はご遠慮ください。
　※会場準備（テント設営など）に参加していただきます。
申し込み方法
企画調整課にご連絡ください。
詳しい資料、申込用紙を送付し
ます。
※申し込み多数の場合は、抽選
になります。

申込期限　６月３０日（金）（必着）
申込・問い合わせ先
　企画調整課企画調整係（内線２２３）

　が　　　らく　　　た
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納
付
は
口
座
振
替
で
！

市
税
等
の
納
付
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８平成１８年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら度から

介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす介護保険料が変わります

　

平成１８平成１８年年度から度から

介護保険料が変わります介護保険料が変わります

市
税
等
の
納
付
方
法
が
変
わ
り
ま
す

市
税
等
の
納
付
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

新
市
で
は
市
税
等
の
納
付
書
が
、
税
目
等（
市
県
民
税
・
固
定

資
産
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
）ご
と
に
発
行
さ
れ

ま
す
。

　

税
目
等
が
４
種
類
に
な
る
こ
と
か
ら
、
分
か
り
や
す
い
よ
う

に
、
納
付
書
の
色
が
次
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

納
期
は
平
成　

年
６
月
か
ら
平
成　

年
１
月
ま
で
の
８
期
に
統

１８

１９

一
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
４
期
で
納
付
さ
れ
て
い
た
方
も
８
期
に
変

更
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
ま
で
、
旧
高
尾
野
町
と
旧
野
田
町
に
お

１７

住
ま
い
の
方
は
、
一
括
全
納
さ
れ
た
場
合
、
前
納
報
奨
金
制
度

が
あ
り
ま
し
た
が
、
合
併
を
機
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、

一
括
全
納
を
希
望
さ
れ
る
方
の
た
め
に
納
税
通
知
書
と
一
緒
に

第
１
期
分
と
全
納
分
の
納
付
書
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　

市

県

民

税　

→

　

緑

　
　
　
　
　

固
定
資
産
税　

→

　

茶

　
　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
税　

→

　

青

　
　
　
　
　

介
護
保
険
料　

→

　

紫

　

市
で
は
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

煩
雑
さ
の
解
消
や
紛
失
・
盗
難
等
の
不
安
解
消
の
点
か
ら
も
、

ぜ
ひ
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
は
金
融
機
関
の
預
金
通
帳
と
お
届
け
の
印
鑑
が
あ
れ

ば
簡
単
に
で
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
是
非
口
座
振
替
の

手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
手
続
き
に
必
要
な
用
紙
は
、
税
務
課
お
よ
び
金
融
機

関
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
税
務
課
課
税
係（
内
線　

・　

）

１１３

１１４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

収
納
係（
内
線　

・　

）

１１５

１１６

納
付
は
口
座
振
替
で
！

納
付
は
口
座
振
替
で
！

　

平成１８年度から

介護保険料が変わります

　

平
成　

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て

１２

い
る
介
護
保
険
制
度
は
、
要
介
護

状
態
に
な
っ
た
高
齢
者
が
１
割
の

自
己
負
担
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、

自
宅
ま
た
は
施
設
で
生
活
を
し
て

い
く
の
を
支
援
し
て
い
く
た
め
、

お
互
い
に
助
け
合
う
相
互
扶
助
制

度
で
す
。

　
　

歳
以
上
の
方（
第
１
号
被
保

６５
険
者
）の
介
護
保
険
料
は
市
町
村

が
３
年
ご
と
に
決
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成　

年
度
の

１５

見
直
し
で
は
、
平
成　

年
度
ま
で

１４

の
保
険
料
と
同
額
に
据
え
置
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
平
成　

年
１７

度
の
保
険
給
付
費（
介
護
保
険
特

別
会
計
が
負
担
す
る
金
額
）は
、

　

億
５
千　

万
円
と
な
る
見
込
み

３５

８００

で
あ
り
、
平
成　

年
度
の
約　

億

１２

２２

　

万
円
の
約　

倍
に
な
っ
て
い
ま

７００

１．６

す
。
平
成　

年
度
以
降
、
高
齢
者
、

１８

要
介
護
者
の
増
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
介
護
保
険
財
政
の
健
全

な
運
営
を
行
う
た
め
、
平
成　

年
１８

度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
基
準

２０

額
保
険
料
を
月
額
３
千　

円
に
引

８００

き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
年
金
収
入
額
と
そ
の
他

の
所
得
を
合
算
し
た
金
額
が
年
間

　

万
円
以
下
の
高
齢
者
の
保
険
料

８０は
、
保
険
料
基
準
額
に
対
す
る
保

険
料
率
を　

か
ら　

に
引
き
下
げ

０．７５

０．５

る
低
所
得
者
対
策
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。

月額保険料
割合対　　象　　者　所得階層

平成１８年度平成１７年度

１，７１０円１，４４０円０．４５生活保護受給者と世帯非課
税の老齢福祉年金受給者第１段階

１，９００円２，４００円０．５

本人および世帯全員が市民
税非課税で、本人の年金収
入額とその他の所得額が８０
万円以下の方

第２段階

２，８５０円２，４００円０．７５
本人および世帯全員が市民
税非課税で、第２段階に該
当しない方

第３段階

３，８００円３，２００円１．０本人が市民税非課税の方
（世帯の中に課税者がいる）

第４段階
（基準額）

４，７５０円４，０００円１．２５本人が市民税課税で、所得
額が２００万円未満の方第５段階

５，７００円４，８００円１．５
本人が市民税課税で、所得
額が２００万円以上４００万円未
満の方

第６段階

６，６５０円５，６００円１．７５本人が市民税課税で、所得
額が４００万円以上の方第７段階

問い合わせ先　本庁介護保険課介護保険係（内線１７８、１９１）
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おお らら せせ知知

　

半
額
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

半
額
免
除
の
承
認
を
受
け
た
の

に
、
半
額
分
の
保
険
料
を
納
め
な

い
と
全
額
納
め
て
い
な
い
期
間

（
未
納
期
間
）と
同
じ
扱
い
に
な
り

ま
す
。

　

未
納
期
間
は
、
年
金
を
受
け
る

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
し
、

年
金
額
に
も
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

納
付
期
限
か
ら
２
年
以
上
経
過
す

る
と
、
時
効
に
よ
り
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ま

だ
納
め
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

　

納
付
書
を
な
く
さ
れ
た
方
は
、

川
内
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
本

庁
・
各
支
所
の
国
民
年
金
担
当
係

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

年
金
は
、
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
年
齢
に
達
し
て
も
自
動

的
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
必
ず

「
裁
定
請
求
」を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

裁
定
請
求
の
手
続
き
は
、
公
的

年
金
に
加
入
し
て
い
た
期
間
の
全

て
が
第
１
号
被
保
険
者（
国
民
年

金
）の
方
は
、
本
庁
・
各
支
所
の

国
民
年
金
担
当
係
で
、
厚
生
年
金

の
期
間
・
第
三
号
被
保
険
者（
厚

生
年
金
加
入
者
・
共
済
組
合
員
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）期
間

の
あ
る
方
は
、
川
内
社
会
保
険
事

務
所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
で
は
、
毎
月
１
回
、

川
内
社
会
保
険
事
務
所
職
員
に
よ

る
年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
日
等

は
、
広
報
い
ず
み
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

ま
た
、
裁
定
請
求
の
手
続
き
等

に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
は
、
本

庁
・
各
支
所
の
国
民
年
金
担
当
係

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

た
期
間
・
保
険
料
免
除
期
間
・
若

年
者
猶
予
期
間
・
学
生
納
付
特
例

期
間
・
合
算
対
象
期
間
の
合
計
が

　

年（　

月
）以
上
必
要
で
す
。
こ

２５

３００

の
期
間
が
足
り
な
い
場
合
、
ま
た

　

年
以
上
の
期
間
は
あ
る
も
の
の

２５

未
納
な
ど
の
期
間
が
あ
る
場
合
は
、

　

歳
か
ら　

歳
に
な
る
ま
で
、
希

６０

６５

望
に
よ
り
国
民
年
金
に
任
意
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和　

年
４
月
１
日
以

４０

前
に
生
ま
れ
た
方
は
、
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
期
間
が
足
り
な

い
場
合
に
限
り
、
さ
ら
に　

歳
か

６５

ら　

歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す

７０
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

手
続
き
は
、　

歳
に
な
っ
て
か

６０

ら
本
庁
・
各
支
所
の
国
民
年
金
担

当
係
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
請

し
た
月
か
ら
加
入
で
き
ま
す
。

相
談
日　

６
月　

日（
金
）

２３

時　

間　

午
前　

時
か
ら
午
後
３

１０

時
ま
で

場　

所　

高
尾
野
支
所
会
議
室

内　

容　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金

の
手
続
き
等

相
談
員　

川
内
社
会
保
険
事
務
所

職
員

　
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
市
民
課

　

国
民
年
金
係（
内
線　

・　

）

１４７

１４８

高
尾
野
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係（
内
線　

）
４１３

野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　

保
険
年
金
係（
内
線　

）
７１３

国
民
年
金
保
険
料
の
半
額
免
除

の
承
認
を
受
け
た
方
へ

年
金
の
請
求
は
お
忘
れ
な
く

年
金
の
受
給
資
格
期
間
が
足
り

な
い
と
き
は
、
任
意
加
入
し
ま

し
ょ
う

出
水
地
区
年
金
相
談
所
を
開
設

�

�

�

�
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���������
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�
�
�
�
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�
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国
民
年
金
情
報

　

６
月
３
日
は「
測
量
の
日
」で
す
。

測
量
法
が
昭
和　

年
６
月
３
日
に

２４

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
、

平
成
元
年
６
月
３
日
に
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
市
は
、
旧
出
水
市
が
昭
和　
５５

年
か
ら
平
成　

年
ま
で
、
旧
高
尾

１０

野
町
が
昭
和　

年
か
ら
同　

年
ま

２９

３９

で
、
旧
野
田
町
が
昭
和　

年
か
ら

５４

同　

年
ま
で
地
籍
調
査
を
行
い
、

６３
全
域
に
わ
た
っ
て
正
確
な
測
量
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
時
に
測
量
の
基
礎
と
な
る

三
角
点
や
図
根
点
を
市
内
全
域
に

設
置
し
、
そ
の
後
、
旧
高
尾
野
町

で
は
平
成　

年
か
ら
同　

年
に
か

１４

１６

け
て
２
〜
４
級
基
準
点
を
整
備
し
、

旧
出
水
市
と
旧
野
田
町
で
は
無
く

な
っ
た
図
根
点
を
毎
年
計
画
的
に

復
旧
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
三
角
点
や
基
準
点
・
図
根

点
は
土
地
の
分
筆
や
復
元
な
ど
の

測
量
を
す
る
時
に
は
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
り
、
皆
さ
ん
の
財
産
を

守
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
。

　

自
分
の
土
地
や
周
辺
に
ど
の
よ

う
な
三
角
点
や
基
準
点
・
図
根
点

が
設
置
さ
れ
て
い
る
か
を
知
り
、

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
土
地
の
掘
削
や
埋
立
て

な
ど
で
三
角
点
や
基
準
点
・
図
根

点
が
支
障
と
な
る
場
合
は
、
本

庁
・
各
支
所
の
税
務
課
固
定
資
産

税
担
当
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
（
内
線　

）
１１８

高
尾
野
支
所
税
務
課
固
定
資
産

税
係（
内
線　

）
４０８

　

野
田
支
所
税
務
課
税
務
係

　
（
内
線　

）
７０７

　

人
事
院
と
熊
本
国
税
局
で
は
税

務
職
員（
税
務
大
学
校
生
）を
募
集

し
ま
す
。

受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日

６１

か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者（
学
歴
は
問
い

ま
せ
ん
）

試
験
の
程
度　

高
校
卒
業
程
度

申
込
書
受
付
期
間　

６
月　

日
２０

（
火
）か
ら
同　

日（
火
）ま
で

２７

　
（
消
印
有
効
）

第
１
次
試
験
日　

９
月
３
日（
日
）

問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局

（
�
０
９
２
―
４
３
１
―
７
７

３
３
）

　

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課

（
�
０
９
６
―
３
５
４
―
６
１

７
１
）

　

出
水
税
務
署
総
務
課

　
（
�
�
０
２
０
０
）

「
測
量
の
日
」を

ご
存
じ
で
す
か
？

税
務
職
員（
税
務
大
学
校
生
）

を
募
集
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年
々
消
費
者
被
害
は
増
え
続
け

て
お
り
、
そ
の
内
容
を
み
る
と
悪

質
商
法
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　

悪
質
商
法
に
は
、
昔
か
ら
行
わ

れ
て
き
た「
消
防
署
の
ほ
う
か
ら

消
火
器
の
点
検
に
来
ま
し
た
」と

い
っ
た「
か
た
り
商
法（
点
検
商

法
）」や
、「
催
眠（
Ｓ
Ｆ
）商
法
」な

ど
の
ほ
か
、
最
近
で
は
架
空
請
求

な
ど
、
従
来
は
想
像
も
で
き
な

か
っ
た
新
し
い
手
口
が
出
て
き
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
次
々
と
新
し
い
手
口
の

も
の
が
出
て
く
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
次
に
ど

の
よ
う
な
も
の
が
出
て
く
る
か
と

い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
予
想
困
難

と
い
え
ま
す
。

　

被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
消
費

者
自
身
が
契
約
社
会
に
生
き
て
い

る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の　

か
条

１０

①
来
訪
者
の
身
分
と
用
件
を
し
っ

か
り
確
認
す
る

②
知
ら
な
い
人
を
簡
単
に
家
の
中

に
入
れ
な
い

③
も
う
け
話
・
う
ま
す
ぎ
る
話
に

乗
ら
な
い

④
貯
金
や
財
産
の
話
を
他
人
に
し

な
い

⑤
必
要
な
い
も
の
は
き
然
と
し
た

態
度
で
断
る

⑥
し
つ
こ
い
相
手
に
は　

番
１１０

⑦
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
第
三
者

に
相
談

⑧
サ
イ
ン
は
契
約
書
の
内
容
を
よ

く
確
認
し
て
か
ら

⑨
契
約
し
て
も
金
銭
の
支
払
い
は

後
払
い
で

⑩
日
ご
ろ
か
ら
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス

を
通
じ
て
知
識
を
身
に
つ
け
て

お
く

　

万
一
被
害
に
遭
っ
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
本
庁
市
民
課
市
民
生
活
係

（
内
線　

〜　

）に
ご
相
談
く
だ
さ

１３５

１３７

い
。

　

ま
た
、
被
害
に
遭
わ
な
く
て
も

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

図
書
館
の
利
用
方
法

◎
ど
な
た
で
も
館
内
で
本
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
市
内
に
住
ん
で
い
る
方
か
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
方
は
、
利

用
者
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て

本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
１
枚
の
利
用
者
カ
ー
ド
で
市
内

の
３
館
す
べ
て
に
利
用
で
き
ま

す
。

◎
本
は
３
館
合
わ
せ
て
８
冊
ま
で
、

２
週
間
の
期
限
で
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

新
し
い
本
の
紹
介

《
幼
児
・
小
学
生
》

▼
た
か
ら
も
の（
ユ
リ
・
シ
ュ
ル

ヴ
ィ
ッ
ツ
）▼
お
う
ち
を
つ
く
ろ

う（
角
野
栄
子
）▼
き
み
の
う
ち
、

ぼ
く
の
う
ち（
ヤ
ン
・
ホ
ア
ン
）▼

あ
し
た
の
ね
こ（
木
村
裕
一
）▼
こ

ん
や
も
カ
ー
ニ
バ
ル（
斉
藤
洋
）▼

お
ん
ち
の
イ
ゴ
ー
ル（
き
た
む
ら

さ
と
し
）▼
ひ
つ
じ
ぱ
ん（
あ
き
や

ま
た
だ
し
）▼
ぼ
く
は
ほ
ん
と
は

か
い
じ
ゅ
う
な
ん
だ（
後
藤
竜
二
）

▼
ね
こ
の
な
ま
え（
い
と
う
ひ
ろ

し
）▼
い
ぬ
が
か
い
た
ー
い
！（
ボ

ブ
・
グ
ラ
ハ
ム
）▼
ぞ
う
く
ん
の

あ
め
ふ
り
さ
ん
ぽ（
な
か
の
ひ
ろ

た
か
）…
等

《
小
学
生
・
中
学
生
》

▼
本
朝
奇
談　

天
狗
童
子（
佐
藤

さ
と
る
）▼
牡
丹
さ
ん
の
不
思
議

な
毎
日（
柏
葉
幸
子
）▼
リ
リ
ア
ン

（
山
田
太
一
）▼
ア
キ
ン
ボ
と
ア
フ

リ
カ
ゾ
ウ（
Ａ
・
Ｍ
・
ス
ミ
ス
）▼

自
由
の
森
の
戦
い（
ポ
ー
ル
・
ス

チ
ュ
ワ
ー
ト
）…
等

《
高
校
生
・
一
般
》

▼
オ
ブ
リ
ビ
オ
ン
―
忘
却（
石
原

ナ
オ
）▼
鬼
喰
う
鬼（
野
火
迅
）▼

軽
井
沢
日
記（
馳
星
周
）▼
世
界
樹

の
枝
で（
橋
本
希
蘭
）▼
付
き
添
い

屋（
伊
岡
瞬
）▼
情
け
は
人
の
死
を

招
く（
射
逆
裕
二
）▼
名
将　

佐
竹

義
宣（
南
原
幹
雄
）▼
忘
れ
え
ぬ
人

（
山
口
瞳
）▼
蒼
い
み
ち（
小
澤
征

良
）▼
骨
董
物
語（
桐
島
洋
子
）▼

銃
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト（
乙
一
）▼
聞

き
屋　

与
平　

江
戸
夜
咄
草（
宇

江
佐
真
理
）▼
旅
の
い
ろ（
北
方
謙

三
）▼
主
婦
と
恋
愛（
藤
野
千
夜
）

▼
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ヤ
ー
ド
・

ゲ
ー
ム（
野
島
伸
司
）▼
う
そ
う
そ

　

病
弱
若
だ
ん
な
、
江
戸
を
出

る
！（
畠
中
恵
）▼
押
入
れ
の
ち
よ

（
荻
原
浩
）▼
残
光（
小
島
信
夫
）▼

踊
る
天
使（
永
瀬
隼
介
）▼
風
に
舞

い
あ
が
る
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト（
森

絵
都
）▼
強
運
の
持
ち
主（
瀬
尾
ま

い
こ
）▼
波
切
り
草（
椎
名
誠
）▼

澪
つ
く
し（
明
野
照
葉
）▼
さ
く
ら

草（
永
井
す
る
み
）…
等

【
読
み
聞
か
せ
】

　

中
央
図
書
館

　
　

毎
週
水
曜
日
午
後
４
時

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

毎
週
月
曜
日
午
後
４
時

　

野
田
図
書
館

　
　

毎
週
木
曜
日
午
後
４
時

【
親
子
読
書
教
室
・
す
く
す
く
】

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

第
２
・
第
４
火
曜
日

　
　

午
前　

時　

分

１０

３０

【
成
人
読
書
会
・
い
も
つ
る
】

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

第
４
月
曜
日
午
前　

時
１０

６月の休館日開 館 時 間

５日、１２日、１９日、
２６日

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜日
　午前９時～午後６時

中 央 図 書 館
（��２１０５）

１日、８日、１５日、
２２日、２９日午前９時～午後６時高 尾 野 図 書 館

（��５４５２）

２日、９日、１６日、
２３日、３０日午前９時～午後６時野 田 図 書 館

（��３１００）

�

�

�

�

������������

������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

知知知知知知知知知知っっっっっっっっっってててててててててててててててててててて知ってて
よよよよよよよよよよかかかかかかかかかかっっっっっっっっっったたたたたたたたたた！！！！！！！！！！よかった！　
消費生活情報

図
書
館
だ
よ
り

だ
ま
さ
れ
な
い

　
　
　

消
費
者
に
な
ろ
う
！
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肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
野
田
郷
駅
の
北
側
広

場
で
４
月
８
日
、
同
鉄
道
の
開
業
２
周
年
を

記
念
し
て「
お
花
見
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
同
鉄
道
の
利
用
促
進

と
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
野
田
郷
駅
利

用
促
進
を
考
え
る
会（
片
野
坂
正
勝
会
長
）が

企
画
。
１
人
１
千
円
の
参
加
費
で
焼
き
肉
食

べ
放
題
、
焼
酎
飲
み
放
題
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
鹿
児
島
市
を
は
じ
め
近
隣
市
町
か
ら
同

鉄
道
を
利
用
し
て
親
子
連
れ
や
団
体
な
ど
約

　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

１５０
　

線
路
に
沿
っ
て
植
え
ら
れ
た
桜
は
満
開
の

時
期
を
過
ぎ
て
い
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
さ

わ
や
か
な
青
空
の
も
と
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

出
水
電
気
工
事
工
業
協
同
組
合（
岩
�
孝

和
理
事
長
）は
、
同
組
合
に
加
盟
す
る
業
者

の
車　

台
に「
こ
ど
も　

番
の
車
」の
シ
ー
ル

１８５

１１０

を
貼
り
、
子
ど
も
が
助
け
を
求
め
て
き
た
場

合
、
保
護
し
て
警
察
へ
の
通
報
な
ど
の
対
応

を
と
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
８
日
、
出
水
警
察
署
で
行
わ
れ
た
出

発
式
で
岩
�
理
事
長
は
、「
地
域
社
会
全
体

で
子
ど
も
を
犯
罪
等
か
ら
守
り
、
安
全
・
安

心
な
地
域
づ
く
り
に
協
力
し
た
い
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
組
合
青
年
部
は
同
日
、
出
水
警

察
署
と
九
州
電
力（
株
）出
水
営
業
所
の
協
力

の
も
と
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
合
わ

せ
て
市
内　

か
所
の
信
号
機
の
清
掃
サ
ー
ビ

２４

ス
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
は
今
年
で　

回
目
に
な
り
ま
す
。

１１

　

大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
行
わ

れ
た
小
原
地
区
の
開
墾
の
歴
史
を
し
の
ぶ

「
第
６
回 
味  
噌 
な
め
て
ま
つ
り
」が
４
月　

日
、

み 

そ

１６

小
原
地
区
の
開
墾
記
念
碑（
み
そ
な
め
て
の

碑
）前
の
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
先
人
の
開
墾
当
時
の
苦
難
を
し

の
び
、
地
域
住
民
が
交
流
す
る
こ
と
で
、
自

然
や
故
郷
の
良
さ
を
見
直
し
地
域
の
活
性
化

を
図
ろ
う
と
、
小
原
地
区
む
ら
づ
く
り
委
員

会（
若
松
芳
樹
委
員
長
）の
主
催
に
よ
り
開
催

さ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
草
履
や
縄
を
作
る
わ
ら
工
作
、

ラ
ム
ネ
早
飲
み
大
会
、
丸
太
早
切
り
大
会
な

ど
の
ほ
か
、
一
昨
年　

年
ぶ
り
に
復
活
し
た

２０

「
小
原
新
地
節
」も
披
露
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た

ち
は
春
の
穏
や
か
な
一
日
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

平
成　

年
度
の
高
齢
者
大
学
の
開
講
式
が

１８

行
わ
れ
ま
し
た（
出
水
人
生
大
学
と
高
尾
野

鶴
亀
大
学
が
４
月　

日
、
野
田
高
齢
者
大
学

２０

が
５
月　

日
）。

１９

　

高
尾
野
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
高
尾
野
鶴
亀
大
学
の
開
講
式
に
は
受
講

生
ら
約　

人
が
出
席
。
受
講
生
を
代
表
し
て

６０

前
原
尚
則
さ
ん（
麓
）が
、「
学
習
を
通
し
て

一
人
一
人
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
仲
間
づ
く

り
、
学
習
目
標
の
実
践
に
努
め
ま
す
」と
誓

い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
大
学
は
、
毎
月
１
回
開
講
さ
れ
、

教
養
学
習
や
ク
ラ
ブ
活
動（
趣
味
学
習
）を
行

い
ま
す
。
毎
年
、
多
く
の
高
齢
者
が
参
加
さ

れ
、
学
習
の
場
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
受

講
生
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

青
空
の
も
と
、

花
見
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
交
流
を
深
め
る

子
ど
も
た
ち
を
守
れ
！

「
こ
ど
も　

番
の
車
」出
発

１１０

自
然
や 
故  
郷 
の
良
さ
を
見
直
そ
う
！

ふ
る 
さ
と

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を

送
り
ま
し
ょ
う
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出
水
地
区
の
建
具
・
家
具
業
者
で
組
織
す

る
出
水
市
木
製
品
工
業
組
合（
井
手
上
均
組

合
長
）が
４
月　

日
、
市
内
の
独
り
暮
ら
し

１０

の
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

建
具
の
修
理
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
組
合
は
、
日
本
建
具
組
合
連
合
会
が
定

め
た
４
月　

日
の
�
よ
い
戸
の
日
�
に
ち
な

１０

み
、
昭
和　

年
か
ら
こ
の
活
動
を
続
け
て
い

６２

ま
す
。

　

今
年
は
組
合
員　

人
が
参
加
し
て
、
西
出

１２

水
地
域
の
７
戸
を
訪
問
。
組
合
員
は
、
慣
れ

た
手
つ
き
で
閉
ま
り
の
悪
い
障
子
や
ふ
す
ま

を
の
み
や
か
ん
な
を
使
っ
て
調
整
し
た
り
、

古
く
な
っ
て
滑
り
が
悪
く
な
っ
た
戸
車
を
取

り
替
え
た
り
し
て
、
高
齢
者
か
ら
大
変
喜
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

　

４
月　

日
、
市
青
年
の
家
で
春
の
自
然
ま

２９

つ
り「
第
４
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ラ
リ
ー
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ラ
リ
ー
と
は
、
地
図
と
コ

ン
パ
ス
を
使
っ
て
ポ
イ
ン
ト
を
探
し
出
し
、

自
然
の
地
形
や
道
具
を
利
用
し
た
ゲ
ー
ム
に

挑
戦
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
得
点
を
競
う
も

の
で
す
。

　

コ
ー
ス
は
、
ど
き
ど
き
コ
ー
ス（
ポ
イ
ン

ト　

か
所
）と
わ
く
わ
く
コ
ー
ス（
ポ
イ
ン
ト

１０
７
か
所
）の
２
コ
ー
ス
。　

組
、　

人
が
友

３９

１５５

達
や
親
子
で
チ
ー
ム
を
作
り
、
ゲ
ー
ム
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

ど
き
ど
き
コ
ー
ス
に
参
加
し
た
、
下
水
流

小
学
校
５
年
の
上
之
薗
浩
輝
君
は
、「
す
ご

く
楽
し
か
っ
た
。
来
年
も
参
加
し
た
い
」と

元
気
よ
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

出
水
市
観
光
協
会（
茂
原
真
琴
会
長
）主
催

の「
マ
テ
貝
採
り
・
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
体
験
観

光
」が
４
月　

日
と　

日
に
開
催
さ
れ
、
鹿

２９

３０

児
島
市
な
ど
県
内
各
地
か
ら　

人
が
参
加
し

２７

ま
し
た
。

　

初
日
は
、
麓
武
家
屋
敷
群
を
牛
車
で
の
ん

び
り
と
観
光
し
た
後
、
干
拓
地
に
面
し
た
干

潟
で
マ
テ
貝
採
り
。
大
漁
と
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
参
加
者
は
初
夏
を
思
わ
せ
る
陽

気
の
中
、
心
地
よ
い
潮
風
に
吹
か
れ
な
が
ら

マ
テ
貝
採
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

家
族
で
参
加
し
た
鹿
児
島
市
立
中
洲
小
学

校
１
年
の
立
石
将
彬
君
は
、「
砂
か
ら
出
て

き
た
と
こ
ろ
を
つ
か
ま
え
る
の
が
楽
し
い
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
日
目
は
、
平
岩
地
区
の
竹
林
で

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

元
気
な
針
原
地
区
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、

「
第
５
回
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
」（
針
原
地
区
む
ら
づ
く
り
委
員
会
主

催
・
古
川
守
委
員
長
）が
５
月
７
日
、
市
内

外
か
ら
約　

人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

５５０

　

参
加
者
は
、
み
か
ん
の
花
の
香
り
が
漂
う

園
内
や
針
原
川
災
害
復
興
記
念
公
園
を
歩
き
、

心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
地
点
の
市
海
洋
公
園
で
は
、
だ
ご

汁
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
針
原
地
区
の
み

か
ん
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
も
あ
り
ま
し
た
。

　

野
田
小
学
校
２
年
の
坂
元
忠
君
は
、「
友

達
も
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。
だ
ご
汁
も
お
い

し
か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

高
齢
者
宅
の
建
具
を

無
料
修
理

友
達
や
家
族
で
ゲ
ー
ム
に
挑
戦

マ
テ
貝
採
り
に
大
は
し
ゃ
ぎ

み
か
ん
園
で
心
地
よ
い
汗
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　「春の全国交通安全運動」が４月６日から同１５日ま
での期間で実施されました。期間中の４月７日には、
国道３号沿いの築港公園前で、出水市交通安全女性
の会や出水地区交通安全協会、出水地区安全運転管
理協議会のメンバーらがドライバーに交通安全を呼
び掛ける「街頭キャンペーン」を行いました。

　第１１８回九州地区高校野球大会鹿児島県予選で、
出水中央高校が準優勝し、優勝した神村学園ととも
に九州大会への出場を手にしました。
　４月１１日、同校野球部の選手らが市役所を訪れ、
�満市長職務執行者に準優勝と九州大会出場の報告
を行いました。

中
央
高
校
野
球
部
が

九
州
大
会
に
出
場

「
安
全
運
転
で

　

お
願
い
し
ま
す
！
」

　高尾野 町 文化協会主催の「高尾野 町 春の文化祭」が
まち まち

４月１５日と１６日に高尾野農村環境改善センターで開
催されました。
　会員による写真や生け花の展示のほか、「えびね
蘭展示会」もあり、会場は春の香りに包まれていま
した。

　高尾野内水面漁協（�崎正風組合長）は４月２５日と
２８日、高尾野川に稚アユ１３０�（約２２，０００匹）を放流
しました。
　２５日は、組合員ら１３人が上水流橋から松元橋（砂
原）までの７か所に８０�を放流。６月１日のアユ漁
解禁に向け、大きく育ってほしいものです。

　４月２９日、第２３回出水ロータリークラブ旗争奪中
学校女子バレーボール大会が高尾野体育館で、市内
中学校から８チームが参加して行われました。
　優勝は江内中、準優勝は高尾野中、第３位は米ノ
津中でした。また、最優秀賞は江内中３年の徳田直
美選手が受賞しました。

　５月３日、公開武家屋敷「竹添邸」で抹茶と和菓子
のサービスを行う「 盆 点   」がありました。

ぼん だて

　これは、観光客に歴史のある武家屋敷の雰囲気を
満喫してもらおうと、市内の観光関係者らで構成す
る市もてなしの心育成協議会（茂原真琴会長）が、毎
年実施しています。

会
場
い
っ
ぱ
い
に

春
の
香
り

高
尾
野
川
に

稚
ア
ユ
放
流

女
子
中
学
生

元
気
に
ア
タ
ッ
ク
！

武
家
屋
敷
で

お
茶
の
お
も
て
な
し
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じ
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ひ 
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（
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か 

れ
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右 　
 
京 　

（
京　

介
）

う 

き
よ
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た
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ぞ
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あ
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出
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く
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あ
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（
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ひ
で 

き
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ゆ
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碧 　
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一
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あ
お 
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み
や
び

丸　
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す
み
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井　
 
瑞 　
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（
靖　

貴
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み
ず 
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き
よ
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信
一
郎
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鶴 　

（
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づ
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た
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ま
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ゆ
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ま
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健  
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朗 　
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け
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ろ
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れ
ん

   
　

（
和　

希
）
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（
真　

一
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み 

さ
き

石　
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か
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こ
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（
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宏
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さ 

わ
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（
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弘
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る 

な
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海 　
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（
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平
）

み
ず 

き

坂　

元　
 
雄 　
 
治 　
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ゆ
う 

じ

�　
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信
）

き
よ
う 

た
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咲 　
 
飛 　

（
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一
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さ
く 

と
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圭 　
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け
い 

さ
く

松　

木　
 
和 　
 
奏 　

（
健　

治
）

わ 

か
な

田　

嶋　
 
莉 　
 
晏 　

（
晋　

作
）

り 

あ
ん

（
４
月
３
日
〜
５
月
１
日
届
け
出
分
）

（
死　

亡　

者
）（
年
齢
）（
住
所
）
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フ
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日
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内
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上
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の
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高
尾
野
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井　

幸　
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上
餅
井
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稻　

葉　

義　

雄　
　
　

花
立
東

93
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園　
　

忠　
　
　
　

涼　
　

松
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荒　

木　

慶　

助　
　
　

蕨　
　

島
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加　

藤　

マ
タ
ヱ　
　
　

米
ノ
津
東

66

増　

田　

正　

志　
　
　

津　
　

山

72

中　

村　

末
次
郎　
　
　

名
古
西

85

田　

中　

三　

郎　
　
　

上
水
流

74

梅　

島　
　

保　
　
　
　

蕨　
　

島

61

須
賀
原　

愛　

子　
　
　

上
竪
馬
場

95

井
手
上　

正　

信　
　
　

小　
　

島

73

小　

川　

真　

澄　
　
　

天
神（
出
水
）

30

的　

場　

ハ
ツ
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石
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高
尾
野
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野
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の
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上
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上
竪
馬
場
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齊　
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茶
円
堀

56

三　
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祢　
　
　

表
郷
西

94

川　

口　

春　

子　
　
　
下
大
野
原（
出
水
）

92

出　

石　

ヨ
シ
コ　
　
　

千
本
付

82

岩　

�　

マ
ツ
エ　
　
　

石
坂（
高
尾
野
）

94

前　

田　

ハ　

ツ　
　
　

西
之
口

86

湯　

田　

千　

代　
　
　

上
り
立

93

田　

島　

ヨ
シ
子　
　
　

上　
　

中

84

松　

下　

佐　

市　
　
　

津　
　

山

96

八　

田　

文　

男　
　
　

大
久
保

77

堂
之
上　

�　

一　
　
　

連
尺
野

66

米　

澤　

一　
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越　
　

地
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竪
馬
場
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�　
　
　

連
尺
野
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崎　

妃　
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2　

鹿
島
住
宅

杉　

本　

サ
ミ
ノ　
　
　

大　
　

丸

79

（
４
月
３
日
〜
５
月
１
日
届
け
出
分
）

香
典
返
し
寄
付
〈
敬
称
略
〉

吉
田
邦
子（
向
江
）

稲
田
一
男（
白
木
川
内
）

堂
脇
重
人（
下
中
）

河
末
喜
蔵（
上
山
崎
）

山
道
正
幸（
平
松
西
）

片
野
坂
正
勝（
八
幡
・
野
田
）

中
村
英
昭（
米
ノ
津
東
）

濱
田
諭（
前
田
）

田
代
徳
男（
上
場
）

山
本
秀
文（
春
日
町
）

藤
野
俊
朗（
西
水
流
）

北
田
二
三
枝（
大
阪
府
高
石
市
）

荒
木
征
夫（
蕨
島
）

益
田
潤
一
郎（
上
の
原
・
高
尾
野
）

加
藤
輝
雄（
米
ノ
津
東
）

増
田
和
子（
津
山
）

梅
島
由
美
子（
蕨
島
）

須
賀
原
治
海（
上
竪
馬
場
）

小
川
小
夜
子（
天
神
・
出
水
）

野
口
明
美（
上
り
立
）

岩
�
京
子（
内
野
々
上
）

久
松
敏
美（
名
古
東
）

児
島
和
弘（
上
山
崎
）

岩
崎
春
男（
薩
摩
川
内
市
）

川
口
幹
雄（
下
大
野
原
・
出
水
）

花
園
カ
ヅ
ヱ（
仮
屋
）

出
石
龍
二（
千
本
付
）

前
田
康
久（
西
之
口
）

松
下
勝（
津
山
）

田
島
秀
俊（
上
中
）

湯
田
道
寛（
上
り
立
）

上
野
修
也（
唐
笠
木
）

一
般
寄
付
〈
敬
称
略
〉

鶴
の
町
商
工
会
女
性
部

＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

そ
の
他
の
ご
寄
付

�
本
市（
上
古
市
）出
身
の
故
小
田

原
元
さ
ん
の
ご
家
族（
現
在
、

福
岡
市
在
住
）が
、
こ
れ
ま
で

の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

市
に　

万
円
の
寄
付
を
さ
れ
ま

５０

し
た
。

�
匿
名
の
ご
婦
人
が
、「
高
齢
と

な
り
独
り
暮
ら
し
で
す
が
、
医

療
費（
健
康
保
険
）な
ど
、
こ
れ

ま
で
市
に
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
」と
、　

万
円
の
寄
付

１００

を
さ
れ
ま
し
た
。

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄

へ
の
掲
載
に
不
都
合
の
あ
る
方
は

届
け
出
の
際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ

く
か
、
本
庁
企
画
調
整
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

ごごごご
めめめめ
いいいい
福福福福
をををを

ご
め
い
福
を

おおおお
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りりりり
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あなたの声を
お聴かせください

※歯科医院診療時間　午前８時～正午
�変更になることがあります。出水消防署
　（��０１１９）にお問い合わせください。

※歯科医院診療時間　午前８時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（��０１１９）にお問い合わせください。

休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医休日当番医
６月　４日

東大野原（出水）�３１１１内・外・児科吉 井 中 央 病 院

平良馬場�０２４１消化・内・外科クリニック．なかむら

柴 引�００６４歯　 科水 野 歯 科 医 院

６月１１日

大 和�００４８消化・内科恒 吉 医 院

西 町�８８０１整 外 科平田整形外科クリニック

春 日 町�０６０１歯　 科村 岡 歯 科 医 院

６月１８日

井 上�２３３３循環・内科北 満 病 院

広 瀬�０００９産・内・児科白 男 川 ク リ ニ ッ ク

（阿久根市）�０５０８歯　 科橋 口 歯 科 医 院

６月２５日

仮 屋�２０２３内 ・ 外 科野 田 医 療 セ ン タ ー

新 町�１１１１内 ・ 児 科吉 井 医 院

花 立 西�８５１９歯 科つ ば さ 歯 科 医 院

６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななな行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事月の主な行事
※第４８回全国水道週間（１日～７日）
※歯の衛生週間（４日～１０日）
※児童生徒の理科研究記録・作品展（３日～７月２日・
　クレインパークいずみ）
１日（木）　アユ漁解禁（夜明けとともに・高尾野川）
４日（日）　アユ漁解禁（午前４時・米ノ津川本流および

支流）
　　　　　サンデーサイエンス「巨大シャボン玉を作ろ

う」（午後２時・クレインパークいずみ）１１日、
１８日、２５日（同）

世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数とととととととととととととととととととと人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口世帯数と人口
（５月１日現在：住民基本台帳）

２万４，０５０（＋２１６）世 帯 数
５万８，２９９（＋３０２）人　　口
２万７，３３７（＋１４４）男
３万　９６２（＋１５８）女

４１出　　生
５３死　　亡
５８４転　　入
２７０転　　出

（　）内は前月比

咲き誇るアジサイ

アユ漁解禁
　（米ノ津川）

� ���������������������

　市では、「市民参画と協働による、市民が主役
の温かさの伝わる市政の実現」を基本姿勢に、市
民の皆さんの生活や体験の中から生まれる貴重な
意見をお聴かせいただくため、市内２１か所に『市
長への手紙』専用の用紙、封筒を設置しています。
　この封筒でお送りくだされば、切手代は不要です。
　皆さんの率直な意見やご希望をお寄せください。

【設置場所】
◆市役所本庁◆高尾野支所◆野田支所◆江内出張
所◆米ノ津出張所◆市中央公民館◆中央図書館◆
出水総合医療センター◆野田医療センター◆市社
会福祉会館◆市公設地方卸売市場◆鹿児島いずみ
農協大川内事業所◆鹿児島いずみ農協出水事業所
◆鹿児島いずみ農協米ノ津事業所◆大川内郵便局
◆出水郵便局◆西出水郵便局◆米ノ津郵便局◆前
田簡易郵便局◆福ノ江郵便局◆荘郵便局

あなたの声をあなたの声を
お聴かせくださいお聴かせください

※広く市民にお知らせ
すべき内容は、広報
いずみに掲載する場
合があります。
※FAX（市民の声１１０番
�５８１３）でも受け付
けていますが、その
場合、通信料金は自
己負担となります。

問い合わせ先
　企画調整課広報・男女共同参画係（内線２２４、２２５）
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今
月
は
、
ソ
テ
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。

ソ
テ
ツ
は
九
州
以
南
の
主
に
海
岸
近

く
に
自
生
し
て
い
ま
す
。
写
真
の
ソ

テ
ツ
は
八
幡（
野
田
）の
感
応
寺
の
も

の
で
、
大
事
に
植
栽
さ
れ
て
お
り
、

大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。
鉄
を
受
け

る
と
元
気
に
な
る（
蘇
鉄
）と
い
う
の

が
語
源
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

青
々
と
し
た
葉
は
多
数
の
線
状
の

鋭
い
と
げ
を
持
つ
小
さ
い
葉
で
で
き

て
お
り
乾
燥
に
強
い
つ
く
り
で
す
。

幹
は
１
�
成
長
す
る
の
に　

年
以
上

４０

か
か
り
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
成
長
が

長
寿
の
秘
訣
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

昨
年
の
創
立　

周
年
を
機
に
、「
あ

１３０

り
が
と
う
の
気
持
ち
あ
ふ
れ
る
学
校
」

を
目
指
し
て
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
子

を
育
成
し
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に
行
き

届
く
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ほ
め
る
教
育
」を
推
進
す
る
中
で
、

子
ど
も
た
ち
み
ん
な
が
仲
良
く
触
れ
合

う
楽
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

創立131周年 
高尾野小学校 

た
く
ま
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い
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か
し
こ
い
子
 

お
も
い
や
り
の
 

　
心
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た
子
 

の
び
の
び
・
 

　
い
き
い
き
し
た
子
 

まなび　　　　　　や 

児童数：541人 

2

のちたした

わ 学　舎 
のちたした

わ 学　舎 

130周年記念事業で正門周辺が大きく変身しました130周年記念事業で正門周辺が大きく変身しました

『今月の問題』
　鳥のさえずりの季節です
が日本三大鳴鳥は、ウグイ
ス、オオルリと次のどれ。　
　Ａ　ヒバリ
　Ｂ　モズ
　Ｃ　コマドリ　
☆答えはホームページか来
月号で

（先月号の答えは、Ａのキ
ジでした。）

りよだ然自 りよだ然自 2

　羽などをけがして飛べなくなり、市ツル保護
センターで保護されているマナヅル２羽が、卵
２個を産卵していることが分かりました。
　同センター管理受託員の時吉秀次さんが、５
月１２日と１５日にそれぞれ１個を確認。現在、２
羽が交互に卵を抱いているとみられ、有精卵で
あれば３０日前後でふ化するそうです。
　同センターでは、２年前にもマナヅルが卵２
個を産卵しており、今回が２回目。前回は残念
ながらふ化には至りませんでした。

保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保 護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護 ののののののののののののののののののののののののののののののののののののの マママママママママママママママママママママママママママママママママママママ ナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ ヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅヅ ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル ががががががががががががががががががががががががががががががががががががが 産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産 卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵保護のマナヅルが産卵

根回り１７㍍、樹高４㍍、樹齢５００年

６年生が栽培したそばでそば
を打ちました。自分たちで
打ったそばの味は、また格別
です。

６年生のそば打ち６年生のそば打ち

朝の係活動や委員会活動では、
学級園や一鉢の栽培活動に取
り組んでいます。

緑化活動緑化活動

読み聞かせやパネルシアター
には、どの学年の子どもたち
もくぎ付けで、楽しいひとと
きになっています。

読書ボランティ読書ボランティア「すずのア「すずの
音会」による読書活動音会」による読書活動

各学年から学校生活の紹介や
励ましの言葉を贈り、１年生
を温かく迎え入れました。

１年生を迎える会１年生を迎える会

ありがとうの気持ちあふれる学校ありがとうの気持ちあふれる学校


